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国際ロータリー第2750地区　2021-22年度ガバナー

三浦　眞一

Governor's message 2021-22 Governor,
Rotary International
District 2750

Shinichi Miura

本年度も折り返しとなる月を迎えました。
公式訪問も国内は11月30日で終了し、パシフィクベ

イスングループ（ＰＢＧ）への訪問は来年春に調整をさ
せていただいております。本年度は何としても訪問し、
ＰＢＧの皆様とリアルでお話をさせていただこうと思い
ます。

10月に開催されました「世界ポリオデー トレインジ
ャック」プロジェクトでは、多くの会員の皆様から電車
内の写真を添えてご連絡のメールやお褒めのお言葉をい
ただきました。最終日に行われましたウオークラリーに
はポリオを克服された方々も参加され、多くのロータリ
アン、ローターアクター、インターアクター、市民の皆
様と一緒に、東京駅から有楽町駅までポリオ根絶を訴え
て、楽しくウオークいたしました。

有楽町駅前広場では、ポリオ根絶の寄付をお願いする
催しが開催され、他地区のロータリアンにもご参加いた
だき、楽しいひと時を過ごすことができました。写真や
動画をご覧になった全国のガバナーをはじめ、多くのロ
ータリアンから称賛のメールを多数いただきました。企
画・実行していただきました田中靖委員長をはじめとす
る公共イメージ委員会の皆様のご努力と実行力に大きな
拍手とお礼を送らせていただきます。

12月は「疾病予防と治療月間」です。アフリカではポ
リオの根絶が宣言されましたが、アジアでは、本年もパ

キスタンとアフガニスタンで1例ずつ、2例の発症が報告
されています。ポリオの根絶はロータリーの悲願である
と同時に人類の悲願でもあります。ポリオに感染すると、
身体に大きな障害が残り、この障害を抱えたままこれか
らの人生を歩んでいかなければなりません。我々は全力
を挙げて最後の根絶の時を迎えるよう、さらなる努力を
続けなくてはなりません。

しかしこれらの地域は紛争地帯であり、ワクチンの接
種を行うためには多くの危険が伴うため、困難を極めて
いることが現実です。ですが、ロータリーはそして人類
はあきらめません。近い将来、必ずやポリオが根絶され
る日が訪れることを心に刻み、これからも闘い続けてい
くことを皆様とともに誓いたいと思います。

世界では、コロナをはじめ、さまざまな疾病との闘い
が続いています。これらの地域は、紛争や貧富の格差に
より「水と衛生」が確保できず、「疾病の予防や治療」が
有効に機能できずにいます。その最大の犠牲者は多くの
子どもたちです。この子どもたちが希望にあふれた人生
を歩んでいくために、各クラブがそして一人一人のロー
タリアンができることは何かを考え、実行することを求
められているのではないでしょうか。奉仕の心で世界と
つながり、希望ある未来を切り開くことこそロータリー
に与えられた大きな使命です。

奉仕の向こうに 
希望の未来

疾病予防と治療月間

世界で数百万人が病気によって苦しみ、貧困を強いら
れています。ロータリーが疾病の予防と治療に力を注ぐ
のは、このためです。病気の蔓延や医療不足に悩む地域
社会に、仮設クリニックや献血センター、研修施設をつ
くったり、医師と患者と政府が協力できるインフラを設
計したりするなど、世界中のロータリアンは、人々がよ
り良い医療を利用できるよう支援しています。

マラリア、ＨＩＶ／エイズ、アルツハイマー、多発性
硬化症、糖尿病、ポリオなど、人々を苦しめる病気の予
防・治療や患者の支援に当たっている会員も大勢いま
す。衛生教育のほか、無料の定期健康診断や眼科・歯科
検診も行っています。

新型コロナウイルスの感染拡大に際しても、世界中の
ロータリアンがさまざまな活動を続けています。
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どんなとこ？ こんなとこ！ グループ紹介
楽園の島々で『超我の奉仕』を

パシフィックベイスングループ ガバナー補佐　Glen Perez
（日本語抄訳　地区幹事　平井国喜）

現在ＰＢＧ（Pacific Basin Group）には９つのロータ
リークラブと２つのローターアクトクラブがあり、太平
洋の島々～グアム・サイパン・パラオ・ミクロネシア連
邦～に位置しています。また会員数は275名と昨年度に
比べて10名の増員となっています。

日本から数千キロも離れてはいるものの、新型コロナ
ウィルスの影響は同様に厳しく、通常の例会や奉仕活動
の中止や縮小が余儀なくされています。そのような困難
な状況下にあってもそれぞれのクラブでは実現可能な方
法を探り出し、地域社会と連携してさまざまな奉仕活動
を展開してきました。例えばRC of Pohnpeiでは早朝の
「ノミの市」を開催したり、地元の美しい景観を題材と

したカレンダーを作成してその販売収益を奉仕事業に提
供しています。RA of the Marianas では「Island Girl 
Power」を標語としてピザ募金活動を実施したり、RC of 
Saipanでは地元の村の清掃活動や子どもたちの遊び場・
バスケットコートの補修にも力を注いでいます。加えて
RAとの共同開催で楽しみ満載のハロウィン・イベントも
行いました。

年末にかけてはGuamとSaipanではチャリティーゴル
フの開催や恒例のクリスマスドロップが控えています。
これからも同じ地区に所属する我々ＰＢＧの活動にご注
目下さい！



ガバナー月信   12月号
Governor's MONTHLY LETTER / DECEMBER 2021

3

世界ポリオデー
公共イメージ委員会 委員長　田中　靖（東京小金井ＲＣ）

気持ちの良い秋晴れとなった10月24日「世界ポリオデー」当日、地区と地区の垣根を超えて、500人を超えるロー
タリアン、ローターアクター、ロータリーファミリーが集まり、ウオークラリーとイベントを楽しみながら東京丸の
内、有楽町から「 End Polio Now 」のメッセージを発信しました。

フォトスポットで記念撮影
関場 慶博 先生 と 柳ポリオプラス委員長 5地区のガバナーが「あと少し」

有楽町地下広場の５連ポスター

ウオークラリー
三浦ガバナーご夫妻、服部PGB、福原PGBなど

ウオークラリー
たくさんのロータリアン、 
ローターアクター、ローターファミリーウオークラリー ウオークラリー

ウオークラリー
「ポリオの会」の方々

トークセッション
関場慶博先生とアクターたち

ウイッシュツリー
参加者の夢や希望が託されています

コンサート
シンガーソングライターTeaさん

最後に皆で「あと少し」 実行委員会のメンバー
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国際ロータリー第2750地区会員数報告 –10月分–
Distr ict  2750 Membership Report  October 2021

クラブ名 例会
会員数

21年7月1日 21年10月末 増減
千代田グループ
東京南 4 189 188 -1
東京芝 4 58 60 2
東京新橋 3 53 53 0
東京赤坂 4 46 52 6
東京みなと 3 32 33 1
東京麻布 4 13 14 1
東京グローバル 3 19 21 2
東京サンライズ汐留 3 16 16 0

銀座・日本橋グループ
東京銀座 4 185 184 -1
東京日本橋 3 194 198 4
東京築地 4 70 71 1
東京日本橋東 3 42 42 0
東京中央 4 194 195 1
東京日本橋西 3 44 44 0
東京銀座新 3 76 76 0
東京シティ日本橋 4 31 31 0
東京中央新 3 56 58 2
東京あけぼの 2 19 20 1
東京山王 4 37 36 -1

京浜グループ
東京羽田 4 51 51 0
東京品川 4 41 40 -1
東京大森 4 31 33 2
東京品川中央 3 28 28 0
東京田園調布 4 44 45 1
東京港南マリーン 4 17 17 0
東京大崎 4 24 24 0
東京蒲田 4 66 66 0
東京京浜 4 24 24 0
東京田園調布緑 4 18 17 -1
東京白金 4 27 30 3
東京高輪 2 20 22 2

山の手東グループ
東京西 5 196 192 -4
東京城西 4 57 57 0

クラブ名 例会
会員数

21年7月1日 21年10月末 増減

東京西南 3 40 41 1
東京原宿 2 14 15 1
東京杉並 4 38 38 0
東京神宮 4 24 24 0
東京恵比寿 4 108 108 0
東京広尾 4 26 27 1
東京渋谷 3 35 35 0
東京六本木 4 53 53 0
東京愛宕 4 31 30 -1

山の手西グループ
東京世田谷 3 41 42 1
東京目黒 3 33 33 0
東京成城 2 15 16 1
東京世田谷南 3 87 90 3
東京城南 2 15 23 8
東京山の手 4 70 70 0
東京成城新 4 30 31 1
東京青山 2 16 15 -1
東京自由が丘 4 14 14 0
東京米山友愛 4 37 38 1
東京米山ロータリーEクラブ2750 2 35 36 1
東京代官山 2 26 27 1

多摩南グループ
東京八王子 4 59 60 1
東京町田 5 57 63 6
東京日野 4 31 31 0
東京八王子西 5 107 107 0
東京町田・中 4 23 23 0
東京八王子東 4 34 34 0
東京八王子南 4 76 78 2
東京町田サルビア 4 35 36 1
東京飛火野 4 21 21 0
東京町田東 4 29 27 -2
東京八王子北 3 42 42 0

多摩中グループ
東京立川 5 118 122 4
東京小金井 4 38 39 1

クラブ名 例会
会員数

21年7月1日 21年10月末 増減

東京国分寺 4 37 37 0
東京三鷹 3 39 40 1
東京昭島 2 51 51 0
東京国立 4 42 42 0
東京立川こぶし 4 86 87 1
東京井の頭 3 23 24 1
東京昭島中央 4 48 48 0
東京武蔵国分寺 3 40 40 0
東京小金井さくら 4 29 29 0
東京国立白うめ 4 16 16 0
東京ピースウィングE 4 21 21 0

多摩東グループ
東京府中 4 51 53 2
東京調布 4 60 62 2
東京多摩 3 17 17 0
東京稲城 4 26 26 0
東京武蔵府中 4 39 38 -1
東京たまがわ 4 17 16 -1
東京多摩グリーン 4 26 26 0
東京調布むらさき 3 64 65 1
東京iシティ 2 18 18 0

パシフィック・べイスングループ
Guam 51 53 2
Saipan 44 48 4
Tumon Bay 1 60 62 2
Northern Guam 31 32 1
Pohnpei 16 16 0
Palau 16 16 0
Guam Sunrise 3 14 16 2
Truk Lagoon 8 8 0
Pago Bay Guam E 25 24 -1

国内87クラブ計 4,226 4,283 57 

地区96クラブ計 4,491 4,558 67 

ガバナー月信をお読みいただきありがとうございます。
緊急事態宣言が解除され、街中にもだいぶ人出が戻っ

てきました。みなさまのクラブではどのような変化があ
りましたでしょうか。

さて、コロナ禍によりガバナー月信の制作も従来の方
法と変わり、委員が集まらずともメールのやり取りで作
業を遂行できるようになりました。

結果として作業効率は上がりましたが、委員間でのコ
ミュニケーションは減り少し寂しさを感じることもあり
ます。今後コロナが終息した際には、単に以前の制作方
法に戻すのではなく、コロナ禍で得たよい部分を生かし、
制作に取り組んでいきたいと思います。

編 集 後 記
太田　智（東京中央ＲＣ）

この記事は、各クラブへの
「ガバナー月信 配信版」で

ご参照ください。




